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代表取締役社長　俊成誠司

業界のリーディングカンパニーとして、
新たな商品・サービス創造に挑戦することで
サステナブルな課題を解決1

私はインテリックスの強み、企業価値の源泉は社員一人ひとりが「インテリックスらしさ」を追求するフロンティア精神だと考

えています。世の中になかったサービス、工法、ソリューションを生み出し、そしてお客さまのニーズやご意見、厳しい声にも

真摯に耳を傾け、中古マンションに対する透明感を高める努力を続けたことで24,000戸超のリノベーション実績を積み上

げることができました。

私の役割は、これら創業以来実践してきた「住まいのサーキュラーエコノミー（循環経済）」ビジネスモデルを強化することです。

そのような中、当社は断熱性・気密性を高めることで中古住宅においてもCO2排出量を削減できる高付加価値リノベーション

工法を開発し、「ECOCUBE（エコキューブ）」としてリノヴェックスマンションへの導入を開始しました。

今後は、エコキューブの導入により他社との差別化を図り、収益の拡大を目指すとともに、エコキューブをリノベーション業界の

新たなスタンダードとして普及、浸透させるべく積極的な事業展開を図り、業界のリーディングカンパニーとして環境や

社会の持続性に関心を高く持たれている消費者の皆様からのご期待に応えてまいります。

Challenge

生活の質（QOL）向上を実現する
高付加価値リノベーション「ECOCUBE（エコキューブ）」を市場へ本格導入

「エコキューブ」により、差別化・高付加価値化戦略を強力に推進

■  「エコキューブ」ブランドに即したエリア、プロモーション展開により収益の持続的な成長を目指します。
    → リノヴェックスマンションの販売価格・利益率アップを図ります。

■  「エコキューブ」の市場浸透を図るため、新たな施策、 M&A等を含めた積極的な展開を推進します。

リノベーション事業分野

ソリューション事業分野

当事業分野における売上高は136億13百万円（前年同期比23.1％減）となり、営業利益は6億

79百万円（同9.4％増）となりました。主たる事業のリノヴェックスマンション販売は、流通物件

の不足により物件販売件数が減少したものの、根強い需要による利益率上昇がカバーし増益

となりました。

当事業分野における売上高は34億75百万円（同4.4％増）、営業利益は3億2百万円（同20.1％

増）となりました。リースバック事業における不動産信託受益権の譲渡を行ったことが収益の

押し上げに寄与しました。

当中間期における売上高は、前年同期比18.7％減の170億89百万円と

なり、営業利益が前年同期比3.7％増の5億60百万円、経常利益が前年

同期比2.5％増の4億円、親会社株主に帰属する四半期純利益が前年同

期比6.6％増の2億42百万円となりました。

また当中間期の配当金につきましては、1株につき13円（前年同期比2円

増配）とさせていただきました。2022年５月期の通期連結業績予想に

つきましては、2021年５月期決算短信の発表時（2021年７月13日付）に

開示しました内容に変更はございません。

各事業の概況につきましては、以下よりご報告させていただきます。

2022年5月期中間期を振り返って

Top Message

セグメント別業績

エコキューブがリノベーション・オブ・ザ・イヤー2021 特別賞を受賞  

▲  
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市場区分の見直しに関する当社の方針

インテリックスは、東証一　部から「プライム市場」へ

上場維持基準の適合に向けた基本方針 上場維持基準の適合に向けた定量目標

2021年5月期
（実績）

2027年5月期
（目標）

5ヶ年計画の定量目標
（2023年5月期～2027年5月期）

現 状 2027/5期（目標）

2
当社のVISION（ビジョン）『すべての人にリノベーションで豊かな生活を』の実現に向け、今後、環境に配慮した省エネリノベー

ションの普及拡大を推進し、社会課題の解決に取り組んでまいります。リノベーションのリーディングカンパニーとしてVISION

を実現するため、持続的な成長や、より高度なコーポレート・ガバナンス体制の構築による中長期的な企業価値の向上を目指し、

この度、プライム市場を選択することといたしました。

2027年5月期までの約5年間を計画期間とする上場維持基準適合に向けた施策を推進していくにあたり、「流通株式時価総額」

を高めていくために、営業利益を上げ業績アップを図っていくことが必須です。不動産市況の影響を受けにくい事業ポート

フォリオを着実に構築していくことにより、持続的な収益の向上を図り、目標を達成していきたいと考えております。

そしてその最大のポイントとなるのが差別化戦略です。当社が創業以来培ってきたリノベーションのノウハウや実績を基礎

として、新たな技術や資材を取入れながら、次なるステージのリノベーションを世の中に提供していきたいと考えております。

東京証券取引所の市場区分見直しに伴い、当社は2021年12月、プライム市場を選択することを公表し、

上場維持基準の適合に向けた計画書を発表しました。計画書の重点ポイントは、以下の通りです。

当社における充足すべきプライム市場の適合基準は「流通株式時価総額」です。基準100億円に対し、当社は移

行基準日において35億円でした。この計画書では、いかに「流通株式時価総額」をどのようにして高めていくかを

説明しています。

■  業績の向上を最重要項目ととらえ、既存事業に、不動産市況の影響を受けにくい新たな事業
領域を加えることで、事業ポートフォリオの構築による中長期的な収益の持続的成長を
目指します。

・収益成長イメージ

Market

point 1 point 2

経常利益 32億円

当期純利益 11億円

19億円

22億円

純資産 115億円 175億円

コア事業であるリノベーション事業分野の施工ノウハウ・実績と、
新たな技術を融合させた差別化戦略により、第2の成長ステージへ

■ 新ラインナップの高付加価値リノベーション
  「ECOCUBE（エコキューブ）」の導入・普及を強力に推進
→ 差別化戦略に基づく各種施策の展開により、大幅な収益

拡大を目指す

■  リノベーション・開発による良質な不動産の安定的な供給
■  リースバック物件等の流動化推進による安定収益の

確保

リノベーション
事業分野

ソリューション
事業分野

［  関連  ハイブリッド型ビジネスの拡大  

▲  
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本計画書及び中期経営計画に沿った業績向上

● 「新市場区分の上場維持基準の適合に向けた計画書」（本計画）を公表
● 本計画に沿った「中期経営計画」を2022年7月に公表予定

1

コーポレートガバナンスの充実

●  プライム市場に適用されるコーポレートガバナンス・コードの原則を中心に、積極的な
ガバナンス体制の充実を図ることで、企業価値の向上を目指す

2

IR活動の強化

●  中期経営計画の公表後、積極的なＩＲ情報の発信、中長期視点で投資家とのコミュニ
ケーションを図ることで、企業価値の向上を目指す

3

※参照「新市場区分の上場維持基準の適合に向けた計画書」 

▲
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地方主要都市

当第2四半期 実績 569件（前年同期比 △23.6%）
 

地方主要都市：334件（前年同期比 △20.3％） 首都圏：235件（前年同期比 △27.9%）　 

札幌

大阪 広島 福岡

仙台 名古屋 京都

首都圏

渋谷 さいたま大宮

東京日本橋 横浜

新規OPEN

販売
件数

1,450件

1,187件

1,336件

2018/5期

2019/5期

2020/5期

2021/5期

723（49％） 727（51％）

612（52％） 575（48％）

734（55％） 602（45％）

1,420件778（55％） 642（45％）

築年数の経過した中古マンションを、一般個人から一戸単位で取得し、最適なリノベーションを施した後、アフターサービス保証を付け、
不動産仲介会社を通じて一般のお客様に販売することで、中古住宅流通の促進を図っています。

個人や法人に向けて、快適で安心なリノベーション内装を提供。リノヴェックスマンション事業で培ってきたノウハウに加え、年間1,000戸
以上の施工実績に基づくスケールメリットにより、高い施工品質と良心的な価格、アフターサービス保証を提供しています。

・ リノベーション内装事業の売上高推移

・ リノヴェックスマンションの仕入状況

・ リノヴェックスマンションの販売状況

リノベーション需要の高まりを受けての請負受注増により、当第2四半期の売上高は前年同期比28.5％増

の7.4億円。2022年5月期は、個人・法人向けともに回復し、売上高15.2億円を見込む。

当第2四半期の販売件数は、コロナ禍の影響による前期での仕入減少に伴い、前年同期比23.6％減の569件。

他方、2021年開業の東京日本橋店の寄与もあり仕入が進展し、仕入物件数は前年同期比14.2％増の636件。
下期の販売増を見込む。

個人向けでは、2021年6月にリニューアルしたアフターサービス保証が好評。業界初の最長20年に延長し

た保証期間で、“高品質のインテリックス”を強化し、他社との圧倒的な差別化を図る。

当第2四半期の販売利益面では、売上総利益率が前年同期比を上回る16.0％（前年同期：12.1％）で推移し、
販売件数減による利益の減少をカバー。 

リノヴェックスマンション事業

リノベーション内装事業

2022年5月期第2四半期（2021年6月~11月） リノヴェックスマンション販売実績

平均販売 価 格

累 計 販 売 戸 数 24,476戸

2,266万円 +21万円

前 年同期比

△3日

前 年同期比

前 年同期比

△176戸
販 売 戸 数

事 業 期 間

569戸

109日

業界トップク
ラス

1

1

2

2

Pick up

Pick up

■ 住所：さいたま市大宮区仲町1-54-3 ビジョナリーⅢ3階
■ お問合せ先：048-662-9810

リノベーション事業分野
Renovation Business

2,000

1,500

1,000

500

0
2016/5期

1,051 1,022
1,141 1,171

2017/5期 2018/5期 2019/5期 2020/5期 2021/5期 2022/5期

（百万円）

1,520
計画

740740
（中間期）（中間期）

1,439
1,307

さいたま大宮店新規オープンで、営業力を強化

2022年上期の仕入ペースは順調に増加。下期での販売数のキャッチアップを目指す

2021年の東京日本橋店オープンに続き、
さいたま大宮店を2022年2月にオープンします。
リノヴェックスマンション事業の業容拡大に向けて、首都圏（渋谷、東京日本橋、横浜）
に加え、全国主要都市（札幌、仙台、名古屋、大阪、広島、福岡）に営業拠点を開設して
おります。この度、さいたま大宮店の開設を機に、埼玉エリアでの積極展開を行うこと
により、最大市場である首都圏でのシェア拡大を図ってまいります。

入居のビル外観

さいたま大宮
店長

柳田善孝登場

▲
 P11

2021年5月期2Q 2022年5月期2Q
件 数 金 額 件 数 前年同期比 金 額 前年同期比

557件 75億円 636件 +14.2% 95億円 +27.3%
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ウェルカムドリンク

「UGUISU Martini」サービス！

NOKISITA 軒先スタンド

２周年記念プランスタート　

名所を巡って「鶯谷所印」集め

家族旅行に最適な新ファミリープラン登場

ソリューション事業分野
Real Estate Solution Business

都市部の大型不動産を小口にして所有しやすくした資産運用商品「アセットシェアリング」の販売・管理･運営を行う事業。不動産特定共同
事業法に基づき、リノベーション事業で蓄積したノウハウで資産価値の維持、向上を図り、長期での資産運用サービスを提供しています。

2020年に開業したLANDABOUTは、コロナ禍にありながらも多くのお客様と地域
の皆様に支持していただき、2周年を迎えました。今回皆様への感謝を込めて、２周年
記念の宿泊プランをご提供いたします。

長引くコロナ禍の中、宿泊ゲストだけではなく地域の皆様にも貢献できることはない
かーモンタン博多がスタートさせたプロジェクト。九州産小 麦 粉を使 用して作られる
無 添 加のワッフルとバリスタが丁寧に淹れるハンドドリップコーヒーをぜひ
お楽しみください。

さまざまなカルチャーが混在する不思議で奥深い街、鶯谷。「鶯谷所印」はそんな街の魅力を
再発見するイベントです。LANDABOUTを起点に、気になるスポットを巡ってオリジナルの
所印帳を作ることができます。「鶯谷所印」はJR東日本主催の「HAND! in YAMANOTE LINE」
の「OPEN UGUISUDANI」に参画しています。

ご家族でのお出かけは準備しなければならないものも多く、ホテルの滞在も負担に感じることが
少なくないもの。新ファミリープランでは、充実したアメニティに加え各部屋におむつ専用のごみ
箱を設置するなど、お子様とも安心してご滞在いただけます。

■お部屋タイプ：ファミリールーム 25㎡（ダブルベッド1台＋シングルベッド2台）
■プラン特典：・ママ＆キッズ ベビートライアルセット（全身シャンプー・ヘアシャンプー・ミルキー
ローション・ミルキークリーム ・UVライトベールSPF20/PA++）・おむつ各種（新生児用～Lサイズ
までご準備有り）・携帯用おしりふき（20枚入り）・キッズアメニティセット（スリッパ・歯ブラシ・
ボディウォッシュ・ハンドタオル） ・12時までのレイトチェックアウト

「地域をリノベーションするホテル」 LANDABOUTは、江戸・東京の古き
よき風情と、現代の新しさを兼ね備えた注目の街・鶯谷に位置するライフ
スタイルホテルです。毎月恒例となったマーケットをはじめ、宿泊者だけで
なく“まち”に開かれた多彩なイベントで、鶯谷の魅力を発信しています。

共同住宅を福岡市初のホテル＆レジデンスにリノベーションしたモンタン
博多は、「URBANHOPPING（アーバンホッピング）」がコンセプト。ステイ中、
ホテルを起点に博多の街を気軽に巡って楽しむことのできる、さまざまな
宿泊サービスを提案しています。

ご宿泊期間：2022年1月16日（日）～2022年3月7日（月）
ご予約受付中

開催期間：2022年1月17日（月）～2022年3月7日（月）
所印帳購入場所：LANDABOUT東京 2階フロント　所印帳価格：300円

開催日：毎週金曜 　開催場所：montan HAKATA １階エントランス前

2021年5月期のアセットシェアリング・シリーズの三軒茶屋の完売と博多の償還を経て、合計6シリーズが現在運用中。

アセットシェアリング事業

Pick up

お客様の自宅等を当社が買取り、売却後も引き続き賃借人として住み続けることができるサービス。資金の使途に制限はなく、さまざまな
ニーズに不動産を活用していただけます。

リースバック事業

前期に引き続き、リースバック事業における取得物件の一部を対象に信託受益権を不動産ファンドに譲渡し売上高

18億円を計上、事業収益の押し上げに寄与。引き続き、物件の流動化促進によるオフバランス化を図り、財務

体質の向上へ。

Pick up

ソリューション事業分野の強化により、
「ハイブリッド型ビジネス」を拡充へ

リノヴェックスマンション 事 業 をはじめとした

「フロー型ビジネス」は当社の主軸として収益を支え

る一方、不動産市況の影響を受けやすくもあります。

アセットシェアリング事業やリースバック事業をはじ

めとしたソリューション事業分野の拡大で、安定的な

収益を得られる「ストック型ビジネス」を育 成し、

フロー型とストック型を組み合わせた「ハイブリッド

型ビジネス」を推進していきます。

I n t e l l e x  H O T E L S
多彩なイベントで、まちの魅力を再創出

R e c o mm e n d a t i o n

ハイブリット型ビジネスの拡充

ストック型
ビジネス

アセット
シェアリング
（2015年～）

リースバック
事業

（2017年～）

収益
構造の
変革

フロー型
ビジネス

これまで 現 在 中長 期

変動の波が大きい不動産
市況に影響を受けやすい
収益構造からの転換

経営
課題

賃貸事業

アセット事業

管理 賃貸

販売 売却

リノベーション
内装事業

リノヴェックス
マンション事業

新築分譲
マンション事業

｜  運用中のアセットシェアリングシリーズ

● 原宿 ［ シェアハウス：8億円／800口 ］　● 横濱元町 ［ 商業施設：10.5億円／1,050口 ］　● 渋谷青山 ［ 商業ビル：12.5億円／1,250口 ］
● 北千住駅前 ［ ビジネスホテル：19億円／1,900口 ］　● 京町家Ⅰ ［ 旅館：4.8億円／480口 ］　● 三軒茶屋 ［ 店舗・共同住宅：6億円／600口 ］

ランダバウト　

L A N D A B O U T

モンタン博多

限定ノベルティ付き

ディープな魅力を発見

安心＆充実のアメニティ

毎週金曜日に登場！

NOKISITA情報 

▲

ご予約・お問合せ 

▲

ご予約・お問合せ 
▲

イベント開催概要 

▲

限定ノベルティ

サコッシュバッグプレゼ
ント！　

Vo l . 2

東京・鶯谷

不動産の資産価値を高めるため、リーシング、不動産管理をはじめ、リノベーション、開発に至るまでさまざまな手法を駆使して、不動
産における資産価値の向上を図っています。オフィスビル、ホテル、新築マンション分譲など多岐にわたる不動産を提供しています。

ホテル宿泊事業は、長引くコロナ禍の影響により稼働率が低い水準が続くものの、with コロナにおけるワクチン

接種の普及拡大や感染対策を経て、2023年5期中での稼働率80％への回復を目指す。様々なイベント企画を行い、

国内の旅行者の意欲喚起を図る。
［  インテリックス宿泊施設の取組み 

▲  

P16 ］

Pick up

アセット事業

【 LANDABOUT DATA 】 ・所在地：東京都台東区根岸3-4-5 ・アクセス：JR山手線鶯谷駅から徒歩3分、東京メトロ日比谷線入谷駅から徒歩5分 ・総客室数：169部屋

【 montan HAKATA DATA 】 ・所在地：福岡県福岡市博多区博多駅東3-6-11 ・アクセス：JR博多駅から徒歩8分、福岡市営地下鉄空港線東比恵駅から徒歩5分 ・総客室数：98部屋

注 目 の

※ノンアルコールに変更できます。

福岡・博多
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第2四半期期末

（単位：百万円）

科 目
前第2四半期 当第2四半期
2020年6月 1日～
2020年11月30日

2021年6月 1日～
2021年11月30日

営業活動によるキャッシュ・フロー 6,735 △3,519
投資活動によるキャッシュ・フロー △692 △1,582
財務活動によるキャッシュ・フロー △5,216 2,932
現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 826 △2,169
現金及び現金同等物の期首残高 4,691 5,982
現金及び現金同等物の四半期末残高 5,518 3,812

当第2四半期の

1 2 3売上高 経常利益 自己資本比率

PO I N T PO I N T PO I N T

PO I N T

リノヴェックスマンションの利益率が高い水準で
推移したことに加え、リースバック物件の流動
化に伴う売却益を計上したことが、販管費の増加
を吸収し、前年同期に比べ2.5％の増益。

リノヴェックスマンションは、在庫が少なかった
ため販売件数が前年同期比で23.6％減の569件。
リースバックでは不動産信託受益権の譲渡に
より売上寄与。結果、売上高は、前年同期に比べ
18.7％の減少。

積極的な仕入により棚卸資産を前期末から
約４割増やしたことにより総資産が増加し、その
結果、自己資本比率は前期末より1.4ポイント
低下し30.5％。

事業年度 6月1日から翌年5月31日まで

定時株主総会 毎年8月に開催いたします。

基準日 定時株主総会の議決権：5月31日
期末配当：5月31日
中間配当：11月30日
※ その他必要がある場合は、あらかじめ公告する一定の日    

公告方法 電子公告により行います。
ただし、電子公告によることができないやむを得ない事
由が生じた場合は、日本経済新聞に掲載いたします。

株主名簿管理人 三菱UFJ信託銀行株式会社

同連絡先 〒137-8081 新東京郵便局私書箱第29号
三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部
電話：0120-232-711（通話料無料）

株主名 持株数
（株）

議決権比率
（％）

株式会社イーアライアンス 3,594,500 41.93 

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 757,700 8.75 

インテリックス従業員持株会 211,200 2.44 

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 177,700 2.05 

内藤　征吾 79,000 0.91 

北沢産業株式会社 71,400 0.83 

北川　順子 66,200 0.76 

BNY GCM CLIENT ACCOUNT JPRD AC ISG (FE-AC) 63,636 0.73 

THE BANK OF NEW YORK MELLON 140042 61,600 0.71 

宇藤　秀樹 60,200 0.69 

株式の状況

発行可能株式総数 1,750万株

発行済株式の総数 8,932,100株

株主数 5,236名

（注1）自己株式（268,909株）を保有しておりますが、上記大株主から除外しております。

（注2）議決権比率は、自己株式を控除して計算しております。

連結損益計算書（要旨）

連結キャッシュ・フロー計算書（要旨）

大株主

役  員

代表取締役会長 山本　卓也 常勤監査役（社外） 大林　　彰

代表取締役社長 俊成　誠司 常勤監査役 鶴田　豊彦

取締役 執行役員 小山　　俊 監査役 江幡　　寛

取締役 執行役員 相馬　宏昭 監査役（社外） 飯村　修也

取締役 執行役員 能城　浩一 執行役員 中拂　一成

取締役 執行役員 石積　智之 執行役員 村松　淳弥

取締役（社外） 種市　和実 執行役員 中　　伸雄

取締役（社外） 村木　徹太郎

取締役（社外） 西名　武彦

会社概要

会社名 株式会社インテリックス
設立 1995年（平成7年）7月17日
所在地 〒150-0002

東京都渋谷区渋谷2-12-19
東建インターナショナルビル11F

上場市場 東証一部（証券コード 8940）
資本金 22億53百万円
代表者 代表取締役社長　俊成 誠司
従業員数 連結320名、単体228名
事業内容 不動産売買・不動産賃貸

不動産コンサルティング
免許番号 ［宅地建物取引業者免許］国土交通大臣（4） 第6392号

［不動産特定共同事業者許可］東京都知事 第97号
所属団体 一般社団法人 リノベーション協議会

公益社団法人 首都圏不動産公正取引協議会
一般社団法人 不動産流通経営協会
一般社団法人 全国住宅産業協会
一般社団法人 不動産証券化協会

営業拠点 渋谷・札幌・仙台・さいたま大宮・東京日本橋・横浜・名古屋・京都・
大阪・広島・福岡

グループ
会社

株式会社インテリックス空間設計
株式会社インテリックス住宅販売
株式会社インテリックスプロパティ
株式会社Intellex Funding
株式会社FLIE
株式会社インテリックスTEI

連結貸借対照表（要旨）
（単位：百万円）

科 目
前 期 当第2四半期

2021年5月31日現在 2021年11月30日現在

資産の部

流動資産 20,559 23,932
現金及び預金 6,215 4,034
たな卸資産 13,642 19,022
その他 701 875
固定資産 15,736 14,343

有形固定資産 13,667 12,627
無形固定資産 515 547
投資その他の資産 1,553 1,168
資産合計 36,296 38,276
負債の部

流動負債 15,610 15,578
短期借入金 8,451 9,418
1年内償還予定の社債 250 220
1年内返済予定の長期借入金 3,517 3,835
その他 3,391 2,105
固定負債 9,098 11,007

社債 310 200
長期借入金 8,221 10,220
その他 567 587
負債合計 24,709 26,586
純資産の部

株主資本 11,578 11,686
その他の包括利益累計額 7 2
純資産合計 11,586 11,689
負債純資産合計 36,296 38,276

株主メモ 

（単位：百万円）

科 目
前第2四半期 当第2四半期
2020年6月 1日～
2020年11月30日

2021年6月 1日～
2021年11月30日

売上高 21,031 17,089
売上原価 18,261 14,162
売上総利益 2,769 2,926
販売費及び一般管理費 2,229 2,365
営業利益 540 560
営業外収益 27 50
営業外費用 176 210
経常利益 390 400
特別利益 21 8
特別損失 ー 30
税金等調整前四半期純利益 412 378
法人税等 185 135
親会社株主に帰属する四半期純利益 227 242

■リノヴェックスマンション販売戸数 ■親会社株主に帰属する当期純利益■売上高 ■自己資本比率■経常利益 ■1株当たり配当金

F i n a n c i a l  R e v i e w

数 字 で 伝 えるインテリックス

2021年11月30日現在
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